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あなたの力になります
夢を叶えます
思い出作りにお手伝いします。

少しでも手軽に披露宴がしたい
神宮で挙式がしたい

身内だけの披露宴を考えてる
などなど…

打掛にドレス、紋付き袴にタキ
シードご両親のモーニングに留袖
お子さんのドレスにタキシード衣
装も豊富にあります。
確かな技術と専門のスタッフが真
心込めてお客さまをプロデュース
いたします。
レンタル・支度・撮影ならフォト
スタジオ光輝におまかせ下さい。

合計で

合計で

合計で

6月1日（写真の日）にちなんで
写真を残そうキャンペーン実施中　￥3800〜

七五三・七草キャンペーンが8月からスタート！！
やっぱり前撮りがお得★☆★

※料金はアルバム・衣装の種類によって異なります

スタジオで婚礼の前撮りも、当日の披露宴スナップも出来ます。

アルバムの種類もお好きなプランをご用意！！

お客さまのご要望、ご予算に合わせたプランを全力でお考えします。

（無料でお見積もりいたします）

♥写真で挙げる結婚式プラン（ウエディングドレスコース）
ウエディングドレス・タキシード、お支度代（ヘアーセット・メイク・着付け）
撮影技術料１ポーズ・六切写真代（高級台紙付）

49,800（税込）etc
♥神宮挙式プラン
花嫁内掛け・紋付き袴レンタル、お支度代（ヘアーセット・メイク・着付け）
撮影技術料１ポーズ・六切写真代（高級台紙付）
鹿児島神宮までの送迎 88,800（税込）etc

※カツラ希望の場合はプラス１万円

♥挙式、披露宴プラン
ウェディングドレス（１枚）・カクテルドレス（１枚）タキシード（２着）
前撮り支度・当日支度、前撮り・当日集合写真
ブライダルデザインアルバム４Ｐ集 198,000（税込）etc
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霧
島
市
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
。

海
、
山
、
川
な
ど
が
そ
ろ
い
、
多

く
の
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

土
砂
崩
れ
や
洪
水
、
噴
火
な
ど
の

災
害
と
も
隣
り
合
わ
せ
で
す
。
霧

島
市
で
は
そ
れ
ら
の
災
害
に
備
え
、

毎
年
、
防
災
訓
練
や
危
険
箇
所
点

検
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
災
害
時

に
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
、
危
険
箇
所
や
避

難
場
所
な
ど
を
掲
載
し
た
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
監
に
聞
く

　

防
災
訓
練
や
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
が
、

果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
災
害
か
ら

人
命
や
財
産
は
守
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
霧
島
市
の
防
災
事
情
に
つ

い
て
市
の
宇
都
克
枝
危
機
管
理
監

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
現
在
、
霧
島
市
で
は
土
石
流

危
険
箇
所
が
１
７
７
か
所
、
地
す

べ
り
危
険
箇
所
が
14
か
所
、
急
傾

斜
地
危
険
箇
所
が
２
５
９
か
所
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
１
９

９
の
河
川
が
あ
り
、
氾は

ん

濫ら
ん

な
ど
に

よ
る
水
害
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
火
山
、
霧
島
山
や
桜
島
の

噴
火
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
安
全
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

か
ら
災
害
に
備
え
、
防
災
グ
ッ
ズ

（
貴
重
品
、
衣
類
、
食
料
・
飲
料
水
、

応
急
医
薬
品
、
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
の
必
需
品
）
を
そ
ろ

え
た
り
、
大
雨
の
時
に
は
自
主
避

難
し
た
り
す
る
な
ど
の
防
災
に
対

す
る
心
が
け
が
大
切
で
す
」

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
県
内
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
平
成
５
年
の
風
水

害
で
は
、
市
内
に
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
17
人
の
死
者
が
出

ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
大

切
な
の
が
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
。

さ
ら
に
宇
都
危
機
管
理
監
は
地
域

の
防
災
力
も
必
要
と
い
い
ま
す
。

　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
救
助

結
果
を
見
る
と
自
力
や
家
族
の
救

助
に
次
い
で
、
地
域
の
方
に
よ
る

救
助
が
約
30
㌫
と
多
く
、
専
門
の

救
助
隊
に
よ
る
救
助
は
わ
ず
か

１
・
７
㌫
で
し
た
。
こ
の
数
字
が

示
す
よ
う
に
、
突
然
の
災
害
に
い

ち
早
く
駆
け
つ
け
ら
れ
る
地
域
の

力
は
と
て
も
重
要
で
す
。
霧
島
市

で
も
高
齢
化
が
進
み
、
災
害
時
に

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
と

さ
れ
る
要
援
護
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
民
生
委
員
の
方
な
ど

と
協
力
し
て
要
援
護
者
を
災
害
時

に
支
援
す
る
方
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
災
害
時
に
は
、
そ
の
と
き
の

状
況
に
よ
り
一
人
で
避
難
で
き
な

い
人
も
出
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
近
所
に
誰
が
住
み
、
危
険
な
場

所
は
ど
こ
な
の
か
、
そ
の
こ
と
を

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
地
域
の
方

の
協
力
は
不
可
欠
。
地
域
の
防
災

力
を
高
め
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
全

体
で
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
」

　

災
害
時
に
は
何
が
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
助
け
を
必

要
と
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
支
え
が
大

切
で
す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
「
自
助
」、
地
域
は
地
域
で
守

る
「
共
助
」、
そ
し
て
行
政
が
守

る「
公
助
」。
こ
の
３
つ
の「
助
け
」

が
今
の
防
災
に
は
必
要
で
す
。

　

市
で
は
地
域
の
防
災
力
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
防
災
出
前
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

☎（
64
）０
９
９
７

防災マップ
市のホームページでも
見ることができます。

災
害
は
私
た
ち
の
生
活
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
き
に
は
人
的
被
害
も
。

個
人
で
対
処
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、

そ
ん
な
と
き
必
要
な
の
が
、
地
域
の
力
で
す
。

宇都克枝危機管理監

災害から守る地域の力
家庭と地域の防災について考える
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野
口
地
区
が
こ
こ
ま
で
防
災
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

３
年
前
か
ら
。
野
口
地
区
自
治
公

民
館
長
に
就
任
し
た
有
村
雅
重
さ

ん
が
防
災
意
識
を
高
め
た
い
と
、

地
域
に
呼
び
か
け
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
有
村
さ
ん
は
、
地
域

で
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
す
。

「
野
口
地
区
で
も
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
が
増
え
、
避
難
の

と
き
に
助
け
が
必
要
な
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
の
助
け
合
い
が
大

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
。
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、

災
害
時
に
一
人
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
が
増
え
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
が

け
と
備
え
、
そ
し
て
地
域
の
助
け

合
い
が
大
切
で
す
。

市
内
に
は
地
区
自
治
公
民
館
や

地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
作
り
、

普
段
か
ら
災
害
時
に
備
え
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

地
域
は
地
域
で
守
る

国
分
の
野
口
地
区
自
治
公
民
館

は
地
域
で
防
災
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
３
年
前
か
ら
開
催
し
て
い

る
防
災
訓
練
は
本
番
さ
な
が
ら
。

初
年
度
は
地
区
内
を
天
降
川
が
流

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
い
打
ち
や

土
の
う
作
り
、
炊
き
出
し
な
ど
、

水
害
に
備
え
た
訓
練
を
実
施
。
昨

年
は
市
の
出
前
講
座
を
利
用
し
て

応
急
手
当
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、一
人
で
避
難
が
困
難

な
方
の
家
を
記
し
た
地
域
の
要
援

護
者
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
、
防
災

組
織
表
を
作
成
し
、
避
難
誘
導
班

や
給
食
班
な
ど
係
り
を
配
置
し
た

り
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
地
域
が
一
体
と
な 

っ
て
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

野口地区自治公民館
防災部長　田村一昭さん

以 前、自衛隊に勤め防災についての知識があったので、
野口地区自治公民館の防災訓練などを担当し、今年

から防災部長を任せていただいています。防災担当になっ
て改めて感じているのが地域の防災力の必要性です。野口地
区自治公民館では防災組織表を作成し、それぞれの係りごと
に担当者を決めています。しかし、災害時に必ずしもその担
当者が動けるとは限りません。地域のみんなが防災意識をも
ち、そのとき動ける者が手助けするような環境作りが必要で
す。そのためには、日ごろから防災訓練などを行い、いざと
いうときにどういった行動をとればいいのか、地域のみんな
が知識を身につけておくことが大切です。防災には助け合い
の心が一番。これからも野口地区は、地域の助け合いで災害
に備えます。

切
で
す
。
館
長
に
な
っ
て
か
ら
地

域
の
方
に
は
”地
域
は
地
域
で
守

る
“
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
の
方
の
防
災
に

対
す
る
意
識
も
高
く
な
り
、
一

昨
年
の
防
災
訓
練
は
参
加
者
70
人

だ
っ
た
の
が
、
昨
年
は
１
８
０
人

に
増
え
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に

は
、
土
の
う
作
り
を
初
め
て
体
験

さ
れ
た
方
も
多
く
、
入
れ
る
土
の

量
や
、
積
み
方
な
ど
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
訓

練
で
気
付
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
早
速
協
議
し
て
対
応
策
を

検
討
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
も
ら
い
な

が
ら
一
緒
に
な
っ
て
防
災
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

野
口
地
区
自
治
公
民
館
で
は
、

今
年
度
か
ら
地
区
役
員
の
役
職
に

「
防
災
部
長
」
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
も
防
災

に
つ
い
て
地
域
で
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
い
う
証
し
で
も
あ
り
ま
す
。

「
地
域
は
地
域
で
守
る
」、
そ
の
思

い
は
確
実
に
地
域
に
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
防
災
対
策
は
万
全
で

す
か
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
家
庭
の
、

そ
し
て
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

｢地域は地域で守る｣。自主防災組織の必要性
INTERVIEW

災害から守る地域の力

有村雅重さん

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.6, Japan



【営業時間】	 午前９時～午後６時
【休 園 日】	 �毎週月曜日※平成22年5月１日

～平成23年3月31日は無休（清掃、
点検による臨時休業あり）

【駐 車 場】	 �第１駐車場　国道223号沿いに10
台程度

� �第２駐車場　牧園1区公民館前に
15台程度、大型バスは停車のみ

【温　　泉】	 �名称：塩浸温泉　男湯「龍馬の湯」
女湯「お龍の湯」

� �床面積：155.97㎡　建築面積：159.�
87㎡

� 料金：大人360円、子ども140円

【資 料 館】	 名称：龍馬資料館「この世の外」
� 床面積：77.28㎡　建築面積：89.20㎡
坂本龍馬と霧島・薩摩がわかる資料展示と塩

浸温泉や市の紹介など霧島観光の拠点施設とし
て活用。
平成22年5月1日～平成23年3月31日は、大河ド

ラマ「龍馬伝」の企画展として、撮影で使用され
た小物や着物、キャストパネル、記念写真撮影コー
ナーなどの展示をする。
入館料：�特別企画展　大河ドラマ「龍馬伝展」

大人300円、子ども150円
※10人以上団体割引（大人240円、子ども120円）

◎足湯：龍馬とお龍の縁結びの足湯　無料

「
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園
」
が
５
月
１
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
で
お
す
す
め
の
場
所

は
、
公
園
の
後
ろ
か
ら
駐
車
場
の
あ
る
塩
浸
集
落

へ
と
登
っ
て
い
く
苔こ

け

む
し
た
石
畳
の
階
段
。
こ
の

階
段
を
使
っ
て
坂
本
龍
馬
も
温
泉
に
入
っ
た
の
か

と
思
う
と
、
ま
る
で
自
分
が
そ
の
時
代
に
生
き
て

い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。

公
園
は
老
朽
化
し
た
「
塩
浸
温
泉
福
祉
の
里
」

を
取
り
壊
し
、
新
た
な
観
光
施
設
と
し
て
公
園
を

整
備
し
ま
し
た
。管
理
棟
と
資
料
館
を
兼
ね
る「
こ

の
世
の
外そ

と

」
に
は
、
霧
島
旅
行
記
を
し
た
た
め
た

龍
馬
の
手
紙
の
レ
プ
リ
カ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
龍
馬
伝
」
に
使
わ
れ
た
着
物
や
小
物
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
左
奥
に
は
龍
馬
と
お
龍
の
銅
像
、

右
奥
に
は
温
泉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
温
泉
は
改
装

前
の
敷
地
に
あ
っ
た「
塩
浸
温
泉
」と
集
落
湯
だ
っ

た
「
鶴
の
湯
」
の
二
つ
の
源
泉
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
無
料
の
足
湯
に
は
「
龍
馬
と
お
龍
の

縁
結
び
の
足
湯
」
と
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

総
面
積
１
７
９
５
平
方
㍍
、
事
業
費
２
億
６
８

０
０
万
円
。
来
年
３
月
31
日
ま
で
は
無
休
で
、
正

月
も
開
園
し
ま
す
。

公園概要

福祉施設跡地にオープンした「塩浸温泉龍馬公園」

龍
馬
と
お
龍
が
歩
ん
だ
道
に
新
名
所
誕
生

慶
応
２（
１
８
６
６
）年
３
月
。
龍
馬
と
お
龍
が
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
塩し
お

浸ひ
た
し

温
泉
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終
え
、
温
泉
公
園
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

新
た
な
観
光
拠
点
、
市
民
の
癒い
や

し
の
空
間
が
完
成
。

塩浸発電所

嘉例川駅

犬
飼
の
滝

至妙見・安楽
温泉

223

霧島市役所
牧園総合支所

和
気
神
社

ラムネ温泉
仙寿の里

至霧島

塩浸温泉
龍馬公園

アルプス

塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園

ここを龍馬ゆかりの地の中心とし
て、ほかのゆかりの地と結びたい

大 学時代に「竜馬がゆく」など龍馬に関
する本を読んですっかりファンになり

ました。私が勤めていたホテルでも龍馬に関
する展示をしていましたが、ここの資料館の
展示物ももっと充実していきたいと思います。
また龍馬ファンで作る龍馬会は全国に135団体くらいあります。
このネットワークを使って観光に生かすこともできるのではないか
と考えています。この施設ができたことでここを龍馬ゆかりの地の
へそ、中心として、隼人の浜之市や鹿児島市までゆかりの地を結ぶ
と面白いのでは。また和気神社や嘉例川駅、霧島温泉駅への観光ルー
トを作るのもいいと思います。ぜひ、皆さんお越しください。私た
ちが園内をご案内いたします。

公園スタッフ　渡邊英彦さん�

塩浸温泉は子どものことから
慣れ親しんだ遊び場

18 歳で大阪に就職して 6年前に帰ってきました。昔の塩浸温泉は川のすぐそ
ばに温泉プールがあり、川で泳いでは冷たく
なった体を温泉プールに入って暖めたもので
した。小さいころは、塩浸温泉より上にある私たちの集落には井戸
がなく、水の湧く温泉近くまで石階段を下って毎日2、3回水くみ
に行くものでした。
集落の世帯は18戸。集落湯が公園の一角にあり、工事中は入れ
なくて不便でしたが、これから新しくできた温泉に行くのがみんな
楽しみだと思います。高齢者も多く、今回、階段に手すり設置の計
画があるとのことで安全に歩くことができると期待しています。皆
さんもぜひ、公園にお越しください。

牧園１区自治会会長　森園一美さん�

第２駐車場

第１
駐車場

至
空
港

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.6, Japan



霧 島 か わ ら 版 CIVIC NEWS
干
潟
少
な
い
鹿
児
島
湾

川
の
浄
化
が
命
で
す

生
活
排
水
の
汚
れ
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
霧
島
市
内
の
河
川
を

は
じ
め
、
多
く
の
河
川
が
流
れ
込
む
鹿
児
島
湾
の
水
を
き
れ
い

に
保
つ
工
夫
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
広
め
て
い
き
ま
す
。

女性の
悩みを救う

歴史がつなぐ
青少年の交流

鹿児島・ソウル線
就航20周年

口
こう

蹄
てい

疫
えき

対策に
万全を期すために
宮崎県で発生した口蹄疫への感

染防止に万全の体制で臨むため、
市ではえびの市で感染の疑いが
あった４月27日（火）の翌日28日
（水）午前８時、早々に霧島市家畜

伝染病（口蹄疫）対策本部を設置し、同時に第１回目となる緊急の本部対策
会議を開催しました。隣県での感染が増え続ける中、市の基幹産業である畜
産業への影響を最大限の努力で食い止めるため、全庁をあげた対策に取り
組むことが確認され、以来、会議は５月28日（金）現在５回目を重ね、自主
消毒ポイントの新設、農家への具体的な支援策などが協議されています。

平成２年に就航した韓国の首都
ソウル市と鹿児島を結ぶ大韓航空
ソウル線が５月29日に20周年を
迎え、記念の式典が28日（金）、鹿
児島空港国際線ターミナルビルで

ありました。就航以来、今年４月までに807,952人の利用者を数えるこの
国際線定期便。最近では市内のゴルフ場人気が高っています。雪の影響を
受けることが多いソウル市近郊のゴルフ場に比べ、冬でもほとんどプレー
できるとあって、ゴルフツアーでの観光客も多く、今年１月の利用者は
日本人の1,822人を大きく上回る4,582人の外国人利用者がありました。

薩摩義士が木曽川などの宝暦治
水工事を成し遂げたことが縁で平
成18年４月に姉妹盟約を結んだ
岐阜県海津市から、姉妹都市交流
事業に参加した24人の中高生が

５月23日（日）、市役所を訪問しました。２泊３日のホームステイによる交
流となる初日のこの日、受け入れ先の中高生との対面式があり、一人一人
自己紹介が行われました。海津明誠高校２年の近藤諒

りょう

河
が

君（16）は、「霧島
市や薩摩義士の歴史を学び、素晴らしい伝統や文化を今後の人生に生かし
ていきたい。一生の思い出になる３日間にしたい」とあいさつをしました。

霧島市女性相談員の任命式が５
月28日、市役所隼人庁舎であり
ました。今回は任期満了に伴い６
人の方が相談員に任命されました。
任期は平成24年５月31日までの

２年間。毎月第４火曜日に無料相談を開き、女性のさまざまな悩み解決
に取り組んでいます。代表の秋窪和子さんは「まだまだ性別による役割
分担意識に悩んでいる女性が多くいます。そんな方が、少しでも明るく
暮らせるように、これからもサポートしていきたいです」と話していま
した。◎問い合わせ先＝男女共同参画推進グループ ☎（64）0914

な
自
然
に
戻
す
に
は
、
ま
た
人
間

の
力
が
必
要
で
す
。

み
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
環
境
対
策
に
係
わ
っ
て
き

た
15
人
の
方
々
で
す
。
推
進
員
は

人
口
数
に
よ
っ
て
各
地
区
に
割
り

当
て
ら
れ
、
国
分
地
区
６
人
、
溝

辺
、
横
川
、
牧
園
、
霧
島
地
区
が

そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
、
隼
人
地
区

４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
の
主
な
役
割

は
①
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
②
環
境
浄
化
微
生
物
活
性
化
資

材
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
の
学
習

や
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

島
市
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

昭
和
９
年
、
日
本
で
最
初
に
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
霧
島
山
、

そ
れ
か
ら
76
年
、
今
年
、
霧
島
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
に
申
請
し
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
私
た
ち
の
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
川
の
浄
化
の
た
め
に
家

庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策
を
普

及
し
よ
う
と
通
称
「
み
ず
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
霧
島
市
生
活

排
水
対
策
推
進
員
を
４
月
27
日
に

委
嘱
し
ま
し
た
。

市
内
に
も
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧

き
出
す
清
流
も
あ
れ
ば
、
生
活
排

水
な
ど
で
汚
れ
て
し
ま
っ
た
川
も

あ
り
ま
す
。
汚
れ
の
原
因
の
大
半

が
生
活
排
水
で
油
や
洗
剤
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

何
も
し
な
け
れ
ば
き
れ
い
な
ま

ま
の
自
然
、
し
か
し
人
間
が
汚
し

て
し
ま
っ
た
も
の
は
な
か
な
か
元

に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
元
の
き
れ
い

私
た
ち
市
民
は

自
然
を
大
切
に
し
ま
す

霧
島
市
は
美
し
い
自
然
を
守
り

続
け
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
平
成
18
年
に
「
霧

島
市
環
境
基
本
条
例
」
を
制
定
。

平
成
19
年
に
は
「
霧
島
市
天
降
川

等
河
川
環
境
保
全
条
例
」
を
制
定

し
、
こ
れ
ら
の
条
例
を
元
に
「
霧

霧
島
市
生
活
排
水
対
策
推
進
員
を
委
嘱

今年の2月に指宿市に環境の研修に伺っ
たとき、環境浄化微生物活性化資材のこと
を知りました。作り方を教えていただき、帰っ
てから早速自分で作ってみました。材料は砂
糖、ドライイースト、ヨーグルト、納豆、温
水の五つ。35度の温度で約1週間すると
できます。スプレーで散布すると台所の生ご
みの匂いが消え、排水溝のヌメリがなくなり
ます。トイレは頑固な尿石が1か月ほどでな
くなります。自治会のみんなにも配布しまし
た。私たちの自治会も6月から生ごみ回収
のモデル地区にもなります。そのときに生ご
みのにおいを抑えるのに役に立つのではな
いかと期待しています。
使った地域の人から「いいよ」と喜んでも

らえるのでうれしいですよ。
各家庭で使えば川が浄化されます。そし

てホタルやカジカガエルの住める川が戻って
くれればと願っています。

霧島市生活排水対策推進員
前田照明さん（72歳）
溝辺町有川地区

ホ
タ
ル
の
住
め
る

川
に
戻
っ
て
ほ
し
い

霧島市環境対策審議会委員副委員長
くすの木自然館  専務理事  浜本奈鼓さん（50）
くすの木自然館は、自然と人とのすてきな付き合い方を提言し、すばらしい自
然を後の人々に伝えていく環境事業を行う非営利活動団体です。
環境省：中央環境審議会委員、鹿児島県：環境審議会委員、環境学習アドバ
イザー、景観アドバイザー、食料・環境・ふるさとを考える：地球人会議かごしま
会長などを歴任。

PROFILE

鹿 児島湾は海流の入り込む入り口が狭くて浅く、湾内は深くなっ
ています。入り口からは黒潮が勢いよく流れ込み、以外かも

しれませんが湾奥との水の入れ替えがあるのです。しかし、人口が密
集し、生活排水が流れ込むと急に深くなるカルデラ湾の特徴として浄
化するための遠浅の干潟がないため、少しずつ汚染は蓄積されます。
生活様式が変わり農業との関わりが薄れ、川や海との接触がなく

なると汚染に対して関心がなくなります。汚染は人々の無関心が引き起
こすのです。
国分・隼人地区には用水路が張り巡らされ、常に目に見える状態に

あります。見えるからこそ「用水路の水をきれいに保とう」という意識
が生まれ、人口が増えても急激な環境汚染になっていないのだと思い
ます。結果としてホタルやメダカが住み、アユが途切れることなく毎年、
遡
そ

上
じょう

してくる自然が残っているのです。
しかし決してすごくきれいだということではありません。汚染は少しず
つ進んでいます。それを変えるのは、一人一人の力です。油や汚染物質
を流さない、鮎まつりなどの川や海に関するイベントに参加し、勉強す
ることも大切です。
霧島市は合併して農村地帯が広くなり、環境浄化を意識させるのに

プラスになっています。川は上流から下流へ流れます。上流の人たちが
頑張って水をきれいにしようとします。「ホタルの住む地域にしたい、き
れいな川を残したい」という思い。そしてきれいな水が下流へと流れま
す。下流の住民はそのことに感謝することが大切だと思います。
水をきれいにしようとする人もいれば、そういうことにはまったく興

味のない人もいます。そんな人 を々結びつける役目が、推進員の方々に
はあると思います。それは、水について関心を持ってもらえるように呼
びかけること。そのことが水をきれいにすることにつながるのです。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.6, Japan
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創
立
１
３
１
周
年
を
迎
え
る
霧

島
小
学
校
。
こ
こ
で
65
人
（
男
子

36
人
、
女
子
29
人
）
の
児
童
が
学

ん
で
い
ま
す
。

同
校
は
、
社
殿
の
ほ
と
ん
ど
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
霧
島
神
宮
の
近
く
に
あ
り
、

神
宮
の
御
田
植
祭
や
薪

た
き
ぎ

狂
言
な
ど

歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月
に
は
神

宮
の
方
を
招
き
、
手
作
り
の
灯と

う

籠ろ
う

を
飾
っ
た
校
庭
で
、
児
童
が
将
来
、

社
会
の
た
め
に
尽
く
す
人
材
と
な

る
よ
う
お
祈
り
す
る
「
学
問
祭
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

キ
リ
シ
マ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

チ
ョ
ウ
の
希
少
種
、
キ
リ
シ
マ

ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
は
、
霧
島
山
で
発

見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
美
し

い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
羽
を

持
つ
雄
は
森
の
宝
石
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
。
同
校
で
は
、
地
元
の
名
が

つ
く
そ
の
チ
ョ
ウ
を
子
ど
も
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
10
年
前

か
ら
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４
月
に
な
る
と
、
新
６
年
生
の

児
童
は
霧
島
山
の
森
に
行
き
、
ア

カ
ガ
シ
の
新
芽
に
産
み
付
け
ら
れ

た
直
径
約
１
㍉
の
卵
を
探
し
ま
す
。

採
取
し
た
卵
が
、
幼
虫
、
さ
な
ぎ

を
経
て
、
羽
化
す
る
ま
で
の
約
40

日
間
、
毎
日
手
入
れ
と
観
察
記
録

を
し
ま
す
。
６
年
生
の
門か

ど

田た

大ひ
ろ

樹き

君
は
「
僕
が
育
て
た
キ
リ
シ
マ
ミ

ド
リ
シ
ジ
ミ
が
き
れ
い
な
羽
を
広

げ
て
森
に
飛
び
立
つ
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

６
月
中
旬
に
は
羽
化
し
た
チ
ョ

ウ
を
霧
島
の
森
に
放
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
思
い
を
の
せ
た
チ
ョ

ウ
は
美
し
く
輝
き
な
が
ら
自
然
に

返
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

キリシマミドリシジミを育てる

飼育の仕方を積極的に勉強する６年生（この活動は、今年11月13日に霧島市で開催される
自然公園ふれあい全国大会で、鹿児島県の代表として報告することになっています）

キリシマミドリシジミの飼育活動を通して、子どもたち
に、自分たちの住んでいる地域にはこんなに素

す

敵
てき

な生き
物がいるということを誇りに思ってもらい、命や自然を大
切に思う気持ちを高めてほしいと願っています。今、環境
破壊の影響で卵の数が減っているといわれています。昨
年10月には霧島神宮が森の環境保全のため、キリシマ
ミドリシジミの餌にもなるアカガシを植樹し、子どもたちも
植樹祭に参加しました。私たち大人や地域も一緒になって、
この自然を守っていくことが大切だと思います。

◎
６
年
生
担
任浦

村 

正
幸
教
諭

霧島小学校
飼育・観察活動

【
ペ
ン
ギ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
】
森

見
登
美
彦
、【「
悪
」と
戦
う
】
高
橋

源
一
郎
、【
あ
ら
れ
も
な
い
祈
り
】

島
本
理
生
、【
悪
貨
】
島
田
雅
彦
、

【
影
法
師
】
百
田
尚
樹
、【
キ
ン
グ

＆
ク
イ
ー
ン
】
柳　

広
司
、【
小
暮

写
真
館
】
宮
部
み
ゆ
き
、【
こ
ん
な

の
、 

は
じ
め
て
？
】
酒
井
順
子
、

【
死
ね
ば
い
い
の
に
】
京
極
夏
彦
、

【
薔
薇
を
拒
む
】
近
藤
史
恵
、【
明

日
の
空
】
貫
井
徳
郎
、【
鬼
九
郎
孤

月
剣
】
高
橋
克
彦
、【
求
天
記　

宮

本
武
蔵
正
伝
】
加
藤　

廣
、【
百
姓

探
訪
】立
松
和
平
、【
遺
書
配
達
人
】

森
村
誠
一
、【
ト
リ
プ
ル
エ
ー　

小

説　

米
国
格
付
会
社　

上
・
下
】

黒
木　

亮
、【
神
の
手　

上
・
下
】

久
坂
部
羊
、【
な
り
ひ
ら
の
恋　

在

原
業
平
も
の
が
た
り
】三
田
誠
広
、

【
砥
石
と
包
丁
の
技
法
】
築
地
正

本
、【
ハ
ン
カ
チ
で
つ
く
る
こ
ど
も

服
】
弘
茂
昭
子
、【
し
っ
か
り
わ
か

る
、
煎
茶
入
門
】
小
川
後
楽
、【
お

か
ら
、
豆
腐
、
豆
乳
、
野
菜
の
お

菓
子
】
高
橋
典
子
、【
本
の
虫
で
は

な
い
の
だ
け
れ
ど
】清
水
眞
砂
子
、

【
画
集　

赤
羽
末
吉
の
絵
本
】
赤

羽
末
吉
、【
漱
石
は
ど
う
読
ま
れ
て

き
た
か
】
石
原
千
秋
、【
か
ぞ
え
て

か
ぞ
え
て
た
ん
じ
ょ
う
び
！
】
ス

ト
ー
キ
ン
・
ア
プ
ス
、【
夕
陽
の
カ

ブ
ト
マ
ン
の
巻
】
宮
西
達
也
、【
小

さ
な
可
能
性
】
マ
ル
ヨ
ラ
イ
ン
・

ホ
フ
、【
ひ
ぐ
れ
の
お
客
】
安
房
直

子
、【
夜
空
の
訪
問
者
】斉
藤　

洋
、

【
ボ
ク
ら
は
オ
コ
ジ
ョ
の
お
ま
わ

り
さ
ん
】
寺
田
順
三
、【
お
っ
と
っ

と
】
高
畠　

純
、【
Ｓ
Ｌ
れ
っ
し
ゃ

だ
い
さ
く
せ
ん
】
よ
こ
み
ぞ
え
い

い
ち

春告鳥
杉本章子 著
豆だぬきに似た愛嬌のある顔を
した咲江は、夫と姑に暖かく迎
えられ、けなげに家に仕えてい
た。ところが夫の秘密を知り…。
江戸の占い本が巻き起こす12
人の女の泣き笑い。

奇妙な賽銭
澤田ふじ子 著
妻から賭場への出入りを諫（い
さ）められていた多吉。しかし、
愛妻の死を契機に賭場へ通い
だす。一方、貧乏長屋には夜ご
とに銭が投げ込まれ…。

ひみつだから！
ジョン・バーニンガム 絵
ある晩、ネコのマルコムはすっ
かりおめかしをしていました。マ
リー・エレインは一緒に行きたく
てたまりません。パーティの格好
をし、小さくなったマリー・エレイ
ンは、マルコムと一緒にネコの
出入り口から飛び出し…。

まくらのせんにん
そこのあなたの巻
かがくいひろし 絵
次から次へと、なぞの穴にはまっ
てしまう動物たち。う～む、こう
なったら｢そこのあなた｣に頼む
しか－。まくらのせんにんさまと、
お供のしきぶとんの｢しきさん｣と、
かけぶとんの｢かけさん｣が繰り
広げるほのぼの話。

雨
だ
れ
の
音
、
読
書
の
ひ
と
と
き
が

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る

●国分図書館休館案内
特別整理期間のため次の期間
中休館します。
・�期間＝６月21日（月）～30日
（水）
※�休館期間中に図書の返却を
される方は、図書館入口と図
書館前の歩道沿いに返却ポ
ストを設けていますので、ご
利用ください。
◎��問い合わせ先＝国分図書館
☎64︲0918

●隼人図書館講座
夏休み企画「かがくあそび」
・�日時＝８月11日（水）・25日
（水）午前10時～12時
・場所＝隼人公民館大会議室
・対象＝小学校１・２年生
・定員＝各20人
・�内容＝「くるくる絵本をつくろ
う」
・�申込方法＝７月１日（木）から
受付開始、直接または電話で
申し込み（先着順）
◎�申込・問い合わせ先＝隼人図
書館☎43︲7574

霧島市立図書館からの
お知らせ

じゃあ、読もう。

命と自然の大切さを学ぶ活動
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2010年大河ドラマ
「龍馬伝」放送中

◎環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
と
宮
崎
県

の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
１
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

御お

鉢は
ち

と
溶
岩
流

御
鉢
は
約
２
５
０
０
年
前
に
高

千
穂
火
山
の
西
側
斜
面
に
誕
生
し

た
成
層
火
山
（
富
士
山
の
よ
う
な

円
錐
形
の
火
山
）。
溶
結
し
た
火

砕
岩
・
ス
コ
リ
ア
堆
積
物
か
ら
で

き
て
い
ま
す
。
高
千
穂
河
原
か
ら

御
鉢
を
見
上
げ
る
と
、
頂
上
が
Ｕ

字
に
窪
ん
で
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
13
世
紀
の
爆
発
の
と

き
に
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流
の
あ
と

で
す
。

こ
の
爆
発
の
と
き
に
高
千
穂
河

原
に
あ
っ
た
霧
島
神
宮
が
焼
失
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
鉢
の

登
山
道
は
、
溶
岩
流
の
右
岸
側
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
13
世
紀
の
噴
火
で
は
、
流

れ
下
っ
た
溶
岩
流
は
高
千
穂
河
原

付
近
で
南
に
向
き
を
変
え
て
、
現

在
の
霧
島
神
宮
大
鳥
居
の
下
ま
で

到
達
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

EVENTS環 霧 情 報

霧島市

ＩＮＴＡＶ－Ｊ（火山灰研究を行う国際学会）が「アクティ
ブテフラ　イン　九州　2010」と題して５月９日から17日ま
で国分シビックセンター多目的ホールなどで開催され、世界中
から約70人の研究者らが集まりました。この国際会議は過去20
年間、アメリカ、ニュージーランド、フランス、カナダで開催さ
れてきました。今回は美しい国立公園があり、活火山や火口湖、
温泉で知られ、現在活発な桜島にも近いことからアジアではじ
めて霧島市が会場として選ばれました。
５月９日には地質の日関連行事と環霧島地域のジオパーク活

動の一環として、一般向け講演会がありました。会場の国分シビックセンター多目的ホールには満員となる約300
人が参加。
ニュージーランドのワイカト大学デイビット・ロー教授は、「過去とのつながり～ニュージーランドの古ポリネ
シア人移住の年代を火山灰と考古の痕跡から考える」と題して、人類が最後に見つけた大きな島にポリネシア人
がいつから住み始めたかを検証している研究について話されました。東京都立大学町田洋名誉教授は「どこまでも
続く「シラス」～シラスを噴出した巨大噴火の灰雲は北東アジアを包みこんだ」と題して、姶良カルデラ火山など
の巨大噴火について話され、会場の参加者は興味深そうに聴いているようでした。

世界の研究者　霧島市に集う
アクティブテフラ イン 九州 2010

こ
こ
は
、
県
道
国
分
霧
島
線
の

旧
道
部
分
に
あ
た
り
、
霧
島
国
立

公
園
の
石
碑
が
立
っ
て
い
る
場
所

で
す
。
昨
年
、
地
元
の
方
た
ち
に

よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

溶
岩
流
は
火
砕
流
や
火
山
泥
流

な
ど
と
と
も
に
噴
火
時
の
災
害
要

因
と
な
り
ま
す
。
過
去
の
溶
岩
流

な
ど
の
痕
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ

り
防
災
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一
本
の
棒
の
端
に
は
銛も

り

と
反
対
側
の
端
に

は
赤
い
タ
コ
。
こ
の
タ
コ
は
赤
い
布
で
作
っ

た
偽に

せ

者も
の

の
タ
コ
。
こ
れ
を
岩
場
の
隙す

き

間ま

に
突

き
出
し
ま
す
。
す
る
と
驚
い
て
出
て
き
た
タ

コ
が
一
瞬
止
ま
り
、
そ
こ
を
銛
で
一
突
き
。

そ
の
銛
を
持
ち
上
げ
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

る
隼
人
町
小
浜
地
区
の
湊
又
吉
さ
ん
。
タ
コ

が
と
れ
る
と
夕
飯
の
お
か
ず
に
し
た
り
、
大

阪
の
息
子
さ
ん
に
送
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

防
波
堤
の
あ
る
小
浜
海
岸
、
昭
和
26
年
の

ル
ー
ス
台
風
前
ま
で
は
大
き
な
松
の
木
が
あ

り
、
遠
く
ま
で
白
い
砂
浜
が
広
が
る
白
砂
青

松
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
場
所
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
小
浜
海
水
浴
場
の
砂
浜
か
ら

少
し
離
れ
た
場
所
に
は
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た

岩
場
。
そ
こ
が
タ
コ
の
す
み
か
で
す
。

湊
さ
ん
は
取
材
前
日
ま
で
の
３
日
間
、
タ

コ
が
い
る
か
海
に
出
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

「
昨
日
ま
で
１
匹
も
と
れ
な
く
て
今
日
は
と

れ
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
魚
や

ワ
タ
リ
ガ
ニ
、
タ
コ
も
昔
ほ
ど
と
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
小
浜
は
海
と
山
に
挟

ま
れ
、
海
の
幸
と
山
の
幸
が
あ
り
一
年
中
飽

き
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
の
湊
さ
ん
。

波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
と
れ
た
て
の
タ
コ

の
刺
身
を
い
た
だ
く
、
何
と
い
う
ぜ
い
た
く
。

レ シ ピ 〈作り方〉
①タコの内臓をとる。
②�タコに塩を付けヌメリが取れるまで水で
数回洗う。
③�沸騰した鍋に酢を入れ、足から徐々に入
れ赤くゆで上がったら取り上げ適当な大
きさに切る。

〈材料〉
タコ、酢適量

海の幸、とれるかなあ
タコさんとれるといいなあ

ゆでると表面が赤く染まり、包丁で切ると真っ白な身。
ワサビじょう油で食べるとほどよくゆで上がった身はや
わらかく、かすかに海のにおいがするようでとてもお
いしい。先ほどまで海にいたタコは皿の上。目の前の
海には海の幸がいっぱい。

タコの刺身

◎隼人町小浜地区

湊　又吉さん（80）足のほうからゆっくりと入れる

赤い布で作った偽者のタコ 岩場に住むタコを探す
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１
６
５
５
年
、
鹿
児
島
市
で
見
つ
か
っ
た
谷
山

錫す
ず

鉱
山
。
こ
の
発
見
に
よ
り
鹿
児
島
で
は
錫
を

使
っ
た
工
芸
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
薩

摩
錫す

ず

器き

で
す
。
し
か
し
需
要
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

現
在
で
は
薩
摩
錫
器
を
作
る
の
は
県
内
に
数
軒
の

み
。
そ
の
１
軒
が
国
分
の
岩
切
美
巧
堂
で
す
。
そ

こ
で
三
代
目
と
し
て
錫
器
を
作
っ
て
い
る
の
が
岩

切
忍
さ
ん
で
す
。
錫
器
作
り
55
年
、
今
年
78
歳
と

な
っ
た
今
で
も
現
役
で
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

岩
切
美
巧
堂
で
は
、
忍
さ
ん
の
ほ
か
に
弟
の
学

さ
ん
や
２
人
の
息
子
さ
ん
な
ど
９
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
錫
器
作
り
で
一
番
難
し
い
の
が
錫
の
削
り

具
合
。
物
に
よ
っ
て
は
ミ
ク
ロ
単
位
の
感
覚
が
必

要
で
、
熟
練
の
技
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
登
場
す

る
の
が
忍
さ
ん
。
55
年
の
経
験
で
培
わ
れ
た
技
が

ミ
ク
ロ
単
位
の
調
整
を
可
能
に
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
修
業
10
年
目
に
父
で
あ
り
師

で
も
あ
っ
た
登
六
さ
ん
が
突
然
の
他
界
。
こ
の
世

界
で
わ
ず
か
10
年
の
修
業
は
短
く
、
登
六
さ
ん
と

の
記
憶
を
頼
り
に
独
学
に
よ
る
錫
器
作
り
。
そ
ん

な
忍
さ
ん
を
支
え
た
の
は
、
弟
の
学
さ
ん
の
存
在

と
父
の
言
葉
で
し
た
。

「
受
け
継
ぐ
こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
た
私
を

支
え
た
の
が
弟
の
存
在
。
同
じ
道
を
一
緒
に
歩
い

て
く
れ
る
弟
の
存
在
は
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
挫
折
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
思
い
出
す
の
が
父
の
”錫

に
命
を
吹
き
込
め
“
と
い
う
言
葉
で
す
。
無
心
で

錫
と
向
き
合
い
、
父
の
言
葉
の
意
味
を
表
現
す
る

こ
と
だ
け
に
集
中
し
て
、
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
」

学
さ
ん
の
支
え
と
登
六
さ
ん
の
言
葉
に
支
え
ら

れ
身
に
付
け
た
技
は
、
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
、

昭
和
59
年
に
は
、
天
皇
陛
下
へ
の
献
上
品
と
し
て

忍
さ
ん
の
作
っ
た
茶
壷
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

９
年
に
は
、
薩
摩
錫
器
が
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
、
名
実
と
も
に
鹿
児
島
の
伝
統
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
忍
さ
ん
は
、
伝
統
を
守
る
こ
と

の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

「
伝
統
を
守
る
に
は
、
た
だ
作
り
方
を
学
ぶ
だ

け
で
は
ダ
メ
で
す
。
必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
伝
統

は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
”

用
の
美
“
が
大
切
で
す
。
使
う
人
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
知
り
、
時
代
に
あ
っ
た
も
の
を
作
る
、

そ
の
中
で
美
を
追
求
す
る
。
必
要
性
と
美
し
さ
を

兼
ね
備
え
た
製
品
を
作
る
こ
と
が
伝
統
を
守
る
た

め
に
最
も
大
切
で
、
一
番
の
難
し
さ
で
す
」

必
要
性
と
美
し
さ
を
追
求
す
る
こ
と
を
証
明
す

る
よ
う
に
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
や
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新
た
な
製
品
も
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
55
年
経
っ
た
今
で
も
「
日
々
、
修
業

で
す
」
と
話
す
忍
さ
ん
。
使
う
人
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
勢
か
ら
は
、

「
伝
統
を
守
る
」と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

薩
摩
錫
器
の
魅
力
は
重
厚
感
と
手
に
取
っ
た
と

き
に
感
じ
る
柔
ら
か
さ
。
そ
こ
に
は
薩
摩
の
伝
統

と
忍
さ
ん
た
ち
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば

伝
統
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す

THE SCENE

霧島に生きる

Profile

薩摩錫器…1655 年、鹿児島市郊
外の谷山で錫鉱山発見。錫は融点

（溶ける温度）が低く、比較的軟ら 
かいことから加工がしやすい。また
空気中で酸化しにくく無害なので食
器などに多く使われる。工程は錫
を溶かし鋳型に流し型を作り、表
面を削り滑らかにする。漆やエナメ
ルで図柄を描き、硝酸溶液につけ
ると図柄の部分だけが酸に溶けず
に、絵だけが浮き上がる。滑らか
な曲線と輝きは、まさに伝統の技。

岩切 忍さん（78）
昭和７年生まれ、23歳のとき錫器職人を目指し
父である登六さんに師事、昭和42年に３代目を
襲名。昭和45年日本万博出品、昭和59年天皇
陛下へ茶壷を献上、平成５年匠のパリ展出品、平
成９年鹿児島県伝統的工芸品に指定される。
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❷
子育て支援センター
「ひだまり」

５
月
14
日
、
隼
人
町
に
あ
る
真

孝
公
園
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
元

気
に
遊
ぶ
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
溝
辺
町

に
あ
る
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

保
育
園
が
運
営
す
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま

り
」
に
通
う
皆
さ
ん
。
照
明
保
育

園
で
は
市
か
ら
委
託
を
受
け
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
だ
ま
り
」
で
は
、
親
子
が

一
緒
に
遊
べ
、
お
母
さ
ん
同
士
が

語
ら
え
る
場
を
提
供
す
る
た
め
に

近
く
の
公
園
に
出
か
け
た
り
、
一

緒
に
野
菜
を
作
っ
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
妊
娠
中
の
方
を
対

力
を
入
れ
、現
在
、３
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
ア
ロ
マ
や
着
付
け
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ク

ル
活
動
に
は
、
大
き
な
期
待
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
マ
マ
友
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
ひ
だ
ま
り
は
、
子
ど
も
が

幼
稚
園
や
小
学
校
に
入
る
と
卒
業

さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し

か
し
、
子
育
て
の
悩
み
は
い
く
つ

に
な
っ
て
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
を
卒
業
し
て
も
サ
ー
ク
ル
を

ワンポイント
アドバイス
今回のワンポイントアドバイスは、

「ひだまり」の堂森サトミさんと、先
月号で子育てアドバイスを募集したと
ころ、早速、情報をいただいたＲ . Ｆ
さんからのアドバイスです。

●
堂森さん：子どもが「騒ぐ」、「人見知
りが激しい」などの理由で集団の中に
入っていけないという相談を受けます。
ついついほかの子と比べてしまうかも
しれませんが、活発な子も、おとなし
い子も、それを個性と思ってあげてく
ださい。心配しないで、ぜひ子育て支
援センターにも遊びに来てください。

Ｒ . Ｆさん：霧島市に移住して 7年。親
元を離れて暮らしているため、子ども
が病気の時に預けられる人が近くにい
ません。私は仕事があり休むことはで
きない、そんなときは病児保育を利用
しています。
※�病児・病後児保育…子どもが病気の
とき、仕事などの都合で付き添いが
無理なときに施設が一時的に子ども
を預かってくれる制度。市内では、
かわの小児科（隼人町姫城：☎ 42―
8866）が実施しています。有料、事
前登録（無料）が必要。

子 育 て

続
け
、
気
の
合
っ
た
お
母
さ
ん
同

士
で
集
ま
れ
る
場
を
作
っ
て
お
け

ば
、
マ
マ
友
の
関
係
は
続
け
ら
れ

ま
す
。
先
日
、
こ
こ
を
卒
業
し
た

方
が
、
自
分
の
家
を
開
放
し
て
地

域
の
方
と
サ
ー
ク
ル
活
動
を
始
め

た
と
聞
き
ま
し
た
。
マ
マ
友
の
大

切
さ
を
知
っ
て
い
る
人
が
、
一
人

で
悩
む
方
を
誘
い
マ
マ
友
に
な
る
。

こ
う
し
て
輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、

こ
の
ま
ち
は
も
っ
と
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

堂
森
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き
た

マ
マ
友
の
輪
は
確
実
に
広
が
り
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
マ
マ
友
で
す

ひ
だ
ま
り
の
施
設
を
借
り
て

５
月
19
日
、
せ
っ
け
ん
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
せ
っ
け
ん

作
り
に
挑
戦
し
た
の
は
、
サ
ー
ク

ル
活
動
で
ア
ロ
マ
に
取
り
組
ん
で

い
る
５
人
。
自
分
た
ち
で
講
師
に

依
頼
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作
り

せ
っ
け
ん
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い

る
の
は
、
国
分
在
住
の
森
田
晴
美

さ
ん
。
も
と
も
と
市
外
出
身
の
森

田
さ
ん
に
は
、
市
内
に
知
り
合
い

は
お
ら
ず
、
悩
み
な
が
ら
子
育
て

に
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
第
２
子
出
産
で
入
院
し
た

際
、
同
室
で
仲
良
く
な
っ
た
方
か

ら
「
ひ
だ
ま
り
」
に
誘
わ
れ
、
行

く
こ
と
に
。
誰
も
が
気
さ
く
に
話

す
雰
囲
気
が
気
に
入
り
通
い
始
め

る
と
マ
マ
友
も
増
え
、
昨
年
末
に

は
８
人
で
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
「
ひ
だ
ま
り
の
お

か
げ
で
マ
マ
友
が
増
え
ま
し
た
。

近
く
に
知
り
合
い
が
い
な
か
っ
た

私
に
は
、
ひ
だ
ま
り
で
出
会
っ
た

マ
マ
友
の
存
在
が
と
て
も
大
き
い

で
す
。
私
み
た
い
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
る
は
ず
、
そ
う
思
い
最
近

は
近
所
の
方
を
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

誘
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
マ
マ
友
の
輪
を
広
げ
、
子

育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
き
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

マ
マ
友
の
一
番
の
魅
力
は
、
子

育
て
を
共
感
で
き
る
こ
と
。
だ
か

ら
お
互
い
を
理
解
し
、
支
え
あ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
冒
頭
で
紹
介

し
た
真
孝
公
園
で
は
、
一
人
の
お

母
さ
ん
が
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い

る
間
、
そ
の
お
母
さ
ん
の
子
ど
も

は
、
誰
が
頼
む
で
も
な
く
自
然
と

ほ
か
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
見
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
雰
囲
気

こ
そ
が
マ
マ
友
の
魅
力
で
す
。

こ
の
ま
ち
に
も
っ
と
マ
マ
友
の

輪
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

あ
な
た
の
一
言
を
待
っ
て
い
る
人

が
い
る
は
ず
で
す
。

※�皆さんからの子育てアドバイスを募集中、
25ページのはがきで応募ください。

真孝公園で仲良く遊ぶ、ひだまりに通う皆さん

ひだまりでせっけん作りに挑戦したサークルの皆さん。
右から２番目がリーダーの森田さん。右から４番目
はアロマの講師。私たちママ
友です

子育てシ
リーズ第

２弾、

今回はお
母さんた

ちに笑顔
をもたら

す「ママ
友」を紹

介。

皆さんの
周りにも

ママ友の
輪を広げ

てくださ
い。

霧島市では各地域の保育園などにも地域子育て支援センター事業を委託しています。
照明保育園子育て支援センター
溝辺町　　☎58-3005
安良保育園子育て支援センター
横川町　　☎73-2371
キッズパークきりしま
国分中央　☎48-6886

そのほかの地域子育て支援センター

霧島市地域子育て支援センター��国分中央二丁目4番3号	 ☎45-4920
（7月からは天降川小学校前に完成する霧島市子どもセンターへ移設）

子育て支援センター（子育て相談や子育てサークルの育成、支援などを行っています）

霧島保育園子育て支援センター
霧島　　☎57-1482
牧之原保育園子育て支援センター
福山町　☎56-2867
鳥越つばき館
隼人町　☎44-6675

象
に
し
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
や

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
な
ど
も
開

い
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
救
う「
マ
マ
友
」

「
ひ
だ
ま
り
」
の
担
当
を
し
て

い
る
の
は
堂
森
サ
ト
ミ
さ
ん
。
照

明
保
育
園
の
保
育
士
で
、
５
年
前

か
ら
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

堂
森
さ
ん
に
「
ひ
だ
ま
り
」
の
活

動
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
私
は
お
母
さ
ん
た
ち
の
笑
顔

を
一
番
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

『
マ
マ
友
』
で
す
。
同
じ
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
同
士
だ
か
ら
こ
そ

理
解
し
合
え
、
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
一
人

で
子
育
て
に
悩
む
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

気
軽
に
話
せ
る
マ
マ
友
が
必
要
で

す
。
ひ
だ
ま
り
で
は
、
お
母
さ
ん

た
ち
に
マ
マ
友
の
輪
が
広
が
る
よ

う
に
、
み
ん
な
が
一
緒
に
語
ら
え

る
雰
囲
気
を
一
番
大
切
に
し
て
い

ま
す
」

お
母
さ
ん
た
ち
に
笑
顔
を
も
た

ら
す
「
マ
マ
友
」。
確
か
に
真
孝

公
園
で
見
た
お
母
さ
ん
た
ち
に
は

笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
堂

森
さ
ん
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も

※支援の内容は、各施設にお問い合わせください。

堂森サトミ先生
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「
霧
島
市
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
防
止
及
び

被
害
者
支
援
に
関
す
る

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も

含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
そ

の
被
害
者
は
多
く
の
場
合
女
性
で

あ
り
、
男
女
の
不
平
等
な
関
係
が

暴
力
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

今
回
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
）

の
改
正
に
よ
り
、
基
本
計
画
の
策

定
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ

た
こ
と
や
、
本
市
の
目
指
す
男
女

共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く

上
で
、
Ｄ
Ｖ
は
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
根
絶
に
向

け
て
Ｄ
Ｖ
対
策
の
一
層
の
推
進
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●�

計
画
の
期
間
＝
３
年
（
平
成
22

年
度
～
平
成
24
年
度
）

●
基
本
目
標

○�

暴
力
を
許
さ
な
い
意
識
づ
く
り

の
推
進

◦�

市
民
一
人
が
、
人
権
意
識
を
高

め
、
Ｄ
Ｖ
を
許
さ
な
い
と
い
う

意
識
を
社
会
全
体
で
共
有
し
、

Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
る
た
め
、
広
く
家
庭
・
地

域
・
職
場
・
学
校
な
ど
へ
の
教

育
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○�

迅
速
か
つ
安
全
な
保
護
体
制
の

充
実

◦�

被
害
者
の
生
命
ま
た
は
身
体
の

安
全
を
守
る
た
め
、
法
的
支
援

を
受
け
る
た
め
の
援
助
、
安
全

確
保
、
情
報
の
保
護
に
取
り
組

み
ま
す
。

○�

安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
づ

く
り

◦�

被
害
者
が
、
早
期
に
相
談
窓
口

を
利
用
し
、
相
談
の
機
会
を
失

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
相
談
窓

口
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

相
談
を
受
け
る
相
談
員
の
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
い
ま

す
。

○�

自
立
の
た
め
の
支
援
体
制
の
充

実
◦�

被
害
者
が
、
自
立
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
必
要
な
住
宅
の
確

保
、
経
済
的
基
盤
の
確
立
、
就

労
場
所
の
確
保
、
心
身
の
回
復
、

子
ど
も
へ
の
支
援
を
既
存
の
福

祉
施
策
な
ど
を
活
用
し
て
行
い

ま
す
。

○�

Ｄ
Ｖ
対
策
の
推
進
体
制
づ
く

り
◦�

被
害
者
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
県
や
関

係
団
体
な
ど
、
広
域
的
か
つ
広

範
な
支
援
を
行
う
連
携
体
制
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

次
回
は
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法

に
基
づ
く
被
害
者
支
援
の
流
れ
、

相
談
窓
口
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

発
生
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
方
へ

口
蹄
疫
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
は
、
市
税
な
ど
の
納
税
の
猶
予

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
霧
島
市
税
分

【
対
象
と
な
る
方
】

①�

口
蹄
疫
に
よ
る
移
動
制
限
・
搬

出
制
限
区
域
の
設
定
に
伴
い
飼

養
す
る
家
畜
（
牛
・
豚
な
ど
）

を
移
動
ま
た
は
搬
出
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
畜
産
農
家
お
よ
び

畜
産
事
業
者

②�

制
限
区
域
外
の
畜
産
農
家
お
よ

び
畜
産
関
連
事
業
者
な
ど
で
口

蹄
疫
の
影
響
に
よ
る
損
害
が
著

し
い
と
認
め
ら
れ
る
方

【
対
象
と
な
る
主
な
税
目
】

①
個
人
市
民
税

②
法
人
市
民
税

③
軽
自
動
車
税

④
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

⑤
国
民
健
康
保
険
税

⑥
介
護
保
険
料

⑦
後
期
高
齢
者
保
険
料

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎

（
64
）０
８
９
２
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
税
務
グ
ル
ー
プ

（
隼
人
庁
舎
は
除
く
）

●
鹿
児
島
県
税
分

◦�

納
税
の
猶
予
（
原
則
と
し
て
１

年
以
内
）

◦�

分
割
で
の
納
付

【
対
象
と
な
る
主
な
税
目
】

①
法
人
県
民
税

②
法
人
事
業
税

③
個
人
事
業
税

④
不
動
産
取
得
税

⑤
自
動
車
税

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
・
伊
佐

地
域
振
興
局
県
税
課
☎（
63
）３

１
１
１

●
国
税
分

◦�

納
税
の
猶
予

◦�

申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長

◦�

予
定
納
税
の
減
額

※�

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１

国
民
健
康
保
険
税

納
期
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
納
期
（
年
金
引
き
落
と
し
を

除
く
）
は
６
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
般
の

議
会
に
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て
６
月
議
会
で

審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

税
額
が
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
納
期
を
７
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
９
期
に
変
更
し
、
年

金
引
き
落
と
し
の
方
も
含
め
て
、

７
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送

す
る
予
定
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
４
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
税
務

グ
ル
ー
プ（
隼
人
庁
舎
は
除
く
）

霧
島
の
レ
ト
ロ
な
絵
葉
書
展

～
大
武
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
～

国
立
公
園
指
定
運
動
の
一
環
と

霧
島
市
制
５
周
年
記
念

「
第
３
回
霧
島
市
民
音
楽
祭
」

第
31
回
霧
島
国
際
音
楽
祭
に
あ

わ
せ
て
「
第
３
回
霧
島
市
民
音
楽

祭
」
を
、
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
市
内
で
活
動
す
る

音
楽
団
体
を
始
め
、
霧
島
国
際
音

楽
祭
関
連
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
国

内
外
で
活
躍
し
て
い
る
指
揮
者
の

船
橋
洋
介
さ
ん
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

奏
者
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ト
カ
レ
フ

さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
演
奏
者
と
の
共

演
や
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
の
出
演
者

と
観
客
が
一
体
と
な
っ
た
市
歌
の

合
同
演
奏
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
合

奏
と
歌
声
が
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

に
響
き
渡
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
屋

内
外
で
特
産
品
の
販
売
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
で
、
素
晴
ら
し
い

音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
入

場
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦�

日
時
＝
７
月
19
日（
月
）【
海
の

日
】
午
後
２
時
か
ら

◦�

会
場
＝
霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル

（
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）

◦�

参
加
団
体
＝
宮
内
小
学
校
（
金

管
バ
ン
ド
）、舞
鶴
中
学
校
（
合

唱
）、国
分
中
央
高
等
学
校
（
吹

奏
楽
）、
き
り
し
ま
創
造
舞
台

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
実
行
委
員

会
（
合
唱
）、
生
田
流
筝
曲
平

調
会
・
筑
紫
歌
立
会
、
鹿
児
島

第
一
工
業
大
学
軽
音
楽
部

◦�

ゲ
ス
ト
出
演
者
＝
船
橋
洋
介

（
指
揮
者
）、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ト

カ
レ
フ
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

◦�

入
場
料
＝
無
料
（
入
場
整
理
券

は
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、

文
化
振
興
課
、
教
育
委
員
会
各

出
張
所
な
ど
に
あ
り
ま
す
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９

A rt ◎文化情報

◦�

テ
ー
マ
＝
『
海
と
城
館
が
支
え

た
祈
り
の
世
界―

大
隅
正し

ょ
う

八
幡

宮
と
宮
内
の
１
０
０
０
年―

』

◦�

募
集
資
料
＝
隼
人
町
宮
内
地
区

に
係
わ
る
古
写
真
・
古
文
書
・

絵
図
・
古
美
術
品
・
石
碑
・
祭

り
の
道
具
な
ど

◦�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
10
月
11
日

（
月
）
午
後
０
時
30
分
～
５
時

（
霧
島
市
民
会
館
）

◦�

特
別
展
＝
10
月
５
日（
火
）～
12

月
５
日（
日
）（
隼
人
歴
史
民
俗

資
料
館
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
歴
史
民

俗
資
料
館
☎（
43
）０
１
７
９

し
て
、
歌
人
与
謝
野
鉄
幹
夫
妻
が

霧
島
に
招
か
れ
た
昭
和
４
年
。
霧

島
が
全
国
初
の
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
た
昭
和
９
年
、
そ
の
翌
年
の

陸
軍
特
別
大
演
習
、
昭
和
15
年
の

紀
元
二
千
六
百
年
行
事
な
ど
、
折

に
ふ
れ
て
発
売
さ
れ
た
数
多
く
の

絵
葉
書
を
厳
選
し
て
展
示
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
歴
史
民

俗
資
料
館
☎（
43
）０
１
７
９

展
示
資
料
を
大
募
集

10
月
に
開
か
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
お
よ
び
特
別
展
に
展
示
す
る
資

料
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

G ender equality ◎男女共同参画

展 示 場 所 展 示 期 間
隼人歴史民俗
資料館 6月15日～ 8月15日

国分郷土館 8月17日～ 8月29日
横川公民館ホール 8月31日～ 9月12日
溝辺公民館ホール 9月22日～ 10月 3日
霧島公民館ロビー 10月 5日～ 10月17日
牧園総合支所
市民ホール 10月19日～ 10月31日

福山公民館ロビー 11月 2日～ 11月14日

C ulture ◎芸術情報 T ax ◎税務情報

昨年の市民音楽祭の様子

展示される絵葉書など
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�

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
反
政
府
の
候
補

者
の
演
説
会
な
ど
に
私
服
の
警
官
が
政
府
に

批
判
的
な
意
見
を
言
わ
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

も
し
発
言
が
あ
っ
た
場
合
は
、
治
安
維
持
法

違
反
で
解
散
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
選
挙

か
ら
、
県
は
翼
賛
議
員
候
補
者
が
当
選
に
有

利
に
な
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
文
書
を
市
町

村
へ
発
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
民
組
合
系

統
の
候
補
者
な
ど
に
対
し
て
、
県
知
事
は
特

別
高
等
警
察
（
社
会
主
義
運
動
の
取
締
り
を

が
明
確
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
結
果
を
受

け
て
再
選
挙
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
局
落
選

し
て
し
ま
い
ま
し
た
（
鹿
児
島
２
区
選
挙
無

効
事
件
）。
昨
年
で
し
た
か
、
こ
の
事
件
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
の
で
、
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

戦
後
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
に

は
衆
議
院
議
員
に
復
帰
し
、
片
山
内
閣
で
商

工
政
務
次
官
、
芦
田
内
閣
で
逓て

い

信し
ん

大
臣
（
現

在
の
総
務
大
臣
や
Ｊ
Ｐ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
が
関

冨と
み

吉よ
し

榮え
い

二じ

は
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
に
現
在
の
霧
島
市
国
分
清
水
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
立
の
精
華
学
校
（
現
在
の
国
分

中
央
高
校
）
の
教
師
で
し
た
が

２
年
で
退
職
し
ま
す
。
そ
の
後
、

地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て
田
畑

を
耕
し
、
借
り
た
分
の
料
金
な

ど
を
支
払
っ
て
い
た
小こ

作さ
く

農の
う

の

人
々
の
権
利
向
上
に
努
め
、
農

民
組
合
を
組
織
化
し
、「
小
作

争
議
」
と
い
わ
れ
る
反
政
府
活

動
を
指
導
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
十
数
回
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
農
民
の
支
持
を
受
け

て
清
水
村
議
に
当
選
し
、
昭
和
二
（
一
九
二

七
）
年
に
鹿
児
島
県
議
会
議
員
に
当
選
、
昭

和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
の
第
十
九
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
で
初
め
て
衆
議
院
議
員
に
当

選
し
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
年
の
第
二
十
回
総
選
挙
で
は
社

会
大
衆
党
か
ら
出
馬
し
、
二
回
目
の
当
選
を

果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、昭
和
十
三（
一
九
三

八
）
年
に
国
家
総
動
員
法
の
制
定
、
同
十
五

（
一
九
四
〇
）
年
に
大た

い

政せ
い

翼よ
く

賛さ
ん

会か
い

が
結
成
さ

農
民
の
権
利
を

訴
え
続
け
た
冨
吉
榮
二

れ
る
と
、
所
属
し
て
い
た
社
会
大
衆
党
を
は

じ
め
、
ほ
か
の
政
党
も
解
散
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
政
党
政
治
は
な
く
な
り
、
民
意
が

反
映
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
た
め
、
議
会
政
治

は
事
実
上
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
十
一
回
総
選
挙
は
昭
和
十
七
（
一
九

四
二
）
年
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
選
挙

は
一
般
的
に
「
翼
賛
選
挙
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
中
で
唯
一
の
衆
議
院
議
員
の
選

挙
で
す
。
こ
の
選
挙
で
は
戦
争
に
協
力
を
す

る
者
か
し
な
い
者
か
の
基
準
を
も
っ
て
候
補

者
を
大
政
翼
賛
会
が
推
薦
・
非
推
薦
を
決
定

し
、
推
薦
し
た
候
補
者
が
当
選
す
る
よ
う
に

援
助
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
選
挙
の
直
前

に
「
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ

て
お
り
、
選
挙
が
さ
ら
に
有
利
に
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
衆
議
院
議
員
、
市
町
村
会
議
員

の
選
挙
で
は
大
政
翼
賛
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

候
補
者
を
「
翼
賛
議
員
候
補
者
」
と
呼
ん
で

国
内
外
の
疫え

き

学
調
査
か
ら
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
や
肥
満
の
あ
る
人
に
は
歯
周
病
が
多
く
、

し
か
も
、
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
か
ら
、
自
分
の
歯
で
し
っ
か
り
噛
ん
で

ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
す
る
こ
と
が
肥
満
の
予

防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
糖
尿
病
患
者
に
対
し

歯
周
病
の
治
療
・
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
改
善
し
た
と
の
報
告

が
な
さ
れ
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
を
進
め
る
た
め
の
基
本
は

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
適
切
な
食
生
活
」
で

あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
入
り
口
、
土
台
と
も

言
え
る
の
が
「
歯
の
健
康
」
な
の
で
す
。「
目

や
耳
、
歯
な
ど
の
中
で
一
番
困
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
い
う
調
査
を
20

歳
以
上
の
成
人
を
対
象
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

「
目
、
耳
、
の
ど
、
歯
、
舌
」
の
順
番
に
困
っ

て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
歯
は

年
齢
別
に
見
る
と
、
40
歳
代
ま
で
は
４
位
で

す
が
、
50
歳
以
上
は
２
位
で
し
た
。
こ
の
結

果
は
40
歳
代
後
半
か
ら
歯
の
本
数
が
急
激
に

減
っ
て
い
く
と
い
う
現
状
と
一
致
し
て
い
ま

す
。
歯
を
失
う
前
に
、
む
し
歯
と
歯
周
病
の

予
防
と
治
療
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
そ
の
自
覚
症
状

歯
周
病
は
、
歯
ぐ
き
と
歯
を
支
え
て
い
る

骨
（
歯
槽
骨
）
に
起
こ
る
、
と
て
も
怖
い
病

気
で
す
。
そ
の
ま
ま
長
い
間
放
置
す
る
と
、

や
が
て
は
口
腔
内
に
繁
殖
し
た
細
菌
が
全
身

に
広
が
り
、
肺
炎
や
心
疾
患
を
招
い
て
し
ま

い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状
を
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
？
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

□　

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□　

歯
み
が
き
の
時
に
出
血
す
る

□　

ム
ズ
ガ
ユ
イ
感
じ
が
す
る

□　

時
々
腫は

れ
て
痛
む

□　

歯
が
長
く
伸
び
た
よ
う
に
見
え
る

□　

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
動
く
感
じ
が
す
る

□　

歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
は
さ
ま
る

□　

歯
ぐ
き
を
押
さ
え
る
と
ウ
ミ
が
出
る

□　

�

朝
起
き
た
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
つ
い
て

変
な
味
が
す
る

□　

息
が
臭
い
と
い
わ
れ
る

歯
周
病
を
防
ぐ
た
め
に

歯
周
病
は
と
て
も
怖
い
病
気
で
す
が
、
私

た
ち
の
生
活
習
慣
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
改
善
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
、
心
身

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

①　

規
則
正
し
い
食
事
を
す
る

②　

偏
食
を
な
く
す

③　

禁
煙
に
努
め
る

すこやか保健センター

吉窪  博子

歯
の
健
康
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

④　

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す

⑤　

効
果
的
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

⑥　

定
期
的
な
歯
科
検
診

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」を
し
ま
し
ょ
う
！

～
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
～

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、
フ
ッ
化
物
（
フ
ッ
素

を
含
ん
だ
化
合
物
）
の
溶
液
で
、
ブ
ク
ブ
ク

う
が
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
歯
が
生
え
て
ま

も
な
い
乳
幼
児
期
が
最
も
効
果
的
で
す
が
、

最
近
で
は
、
大
人
の
む
し
歯
予
防
に
も
効
果

が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
溶
液
を
誤
っ
て

飲
み
込
ん
で
も
、
人
体
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
家
族
で
フ
ッ
化
物
洗
口
で
む
し
歯

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
！

主
な
目
的
と
し
た
警
察
）
を
利
用
し
て
妨
害

す
る
干
渉
を
行
い
ま
し
た
。

民
衆
の
支
持
を
受
け
る
冨
吉
は
、
も
ち
ろ

ん
大
政
翼
賛
会
の
候
補
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
を
受
け
て

落
選
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
冨
吉
は
選
挙
の

自
由
を
無
視
さ
れ
た
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し

ま
す
。
こ
の
裁
判
で
も
原
告
や
証
人
、
裁
判

官
に
対
し
て
妨
害
が
あ
り
ま
し
た
が
冨
吉
が

勝
利
し
ま
す
。
司
法
の
独
立
と
選
挙
の
公
平

係
あ
る
）
を
歴
任
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
九
月
二
十

六
日
、
遊
説
先
の
北
海
道
か
ら
東
京
に
向

か
っ
て
い
る
際
に
乗
船
し
た
青せ

い

函か
ん

連
絡
船
・

洞と
う

爺や

丸
が
台
風
に
よ
り
函
館
市
沖
で
沈
没
す

る
事
故
に
遭
い
、
命
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

一
貫
し
て
農
民
の
権
利
向
上
と
社
会
運
動

に
貢
献
し
た
人
物
で
す
。

文
責
＝
坂

←

←

←

霧島市民会館前広場にある
冨吉榮二の石碑

歯の健康 やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

歯も定期的に
検診を

受けましょう！
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n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

囲
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

林
務
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
３

８
６
月
23
日
～
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

本
年
度
の
標
語
は
「
話
そ
う
、

働
こ
う
、
育
て
よ
う
。
い
っ
し
ょ

に
。」
で
す
。
皆
さ
ん
も
職
場
、

学
校
、
地
域
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）
０
９
１
４

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

国
の
方
針
に
よ
り
満
３
歳
児
の

み
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
保
護

者
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

４
歳
～
７
歳
６
か
月
未
満
児
の
接

種
も
可
能
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
の
上
、
市
役
所
健
康
増
進
課

も
し
く
は
最
寄
り
の
保
健
セ
ン

タ
ー
（
予
診
票
発
行
の
曜
日
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ

た
曜
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
平
成
22
年
６
月
１
日
～

平
成
23
年
３
月
31
日

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

平
成
21
年
度
公
文
書
の

開
示
な
ど
の
状
況

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
情
報
公
開

条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
く
、
請
求
お
よ
び
処
理
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
異
議
申
し
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
文
書

法
制
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１

５

募　

集

市
営
墓
地
の
使
用
者
募
集

墓
地
区
画
の
返
還
な
ど
に
伴
い
、

市
営
墓
地
区
画
に
空
き
が
で
ま
し

た
の
で
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

使
用
者
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

◦�

受
付
期
間
＝
６
月
14
日（
月
）～

30
日（
水
）

◦�

申
込
方
法
＝
環
境
衛
生
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
隼
人

市
民
課
で
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◦�

申
込
資
格
＝
本
市
に
本
籍
ま
た

て
食
べ
る
。

◦�

残
っ
た
食
品
＝
残
っ
た
食
品
は
、

す
ぐ
に
き
れ
い
な
容
器
で
冷
蔵

保
存
す
る
。
怪
し
い
と
思
っ
た

ら
、
食
べ
ず
に
捨
て
る
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
に
注
意

イ
ヌ
マ
キ
の
葉
を
食
べ
て
木
を

枯
ら
し
て
し
ま
う
害
虫
、
キ
オ
ビ

エ
ダ
シ
ャ
ク
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
防
除
し
て
く

だ
さ
い
。

●
防
除
方
法

①�

幼
虫
の
数
が
少
な
い
場
合
は
、

木
を
揺
す
っ
て
落
ち
て
き
た
幼

虫
を
捕
殺
し
ま
す
。

②�

幼
虫
が
大
発
生
し
た
場
合
は
、

薬
剤
散
布
が
最
も
効
果
的
で
す
。

効
果
の
高
い
の
は
ト
レ
ボ
ン
乳

剤
、
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
で
す
。

（
薬
剤
は
最
寄
り
の
農
薬
取
扱

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※�

薬
剤
散
布
を
さ
れ
る
場
合
は
周

お
知
ら
せ

食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

食
中
毒
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

に
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
、
化
学
物

質
や
自
然
毒
（
ふ
ぐ
の
肝
や
毒
き

の
こ
な
ど
）
を
摂
取
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
り
、
腹
痛
、
下げ

痢り

、

嘔お
う

吐と

と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や

高
齢
者
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
「
菌

を
つ
け
な
い
、
菌
を
増
や
さ
な
い
、

菌
を
や
っ
つ
け
る
」
を
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

●
食
中
毒
予
防
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◦�

食
品
の
購
入
＝
生
鮮
食
品
は
新

鮮
な
も
の
を
選
び
、
表
示
の
あ

る
も
の
は
消
費
期
限
を
確
認
す

る
。

◦�

家
庭
で
の
保
存
＝
冷
蔵
庫
は

10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ

ス
15
℃
以
下
に
し
、
詰
め
す
ぎ

に
注
意
（
目
安
は
７
割
程
度
）。

◦�

下
準
備
＝
手
を
し
っ
か
り
洗
う
。

◦�

調
理
＝
加
熱
調
理
す
る
場
合
は
、

充
分
に
加
熱
す
る
。

◦�

食
事
＝
食
べ
る
前
に
手
を
洗
う
。

温
か
い
料
理
は
温
か
く
、
冷
や

し
て
食
べ
る
料
理
は
冷
た
く
し

◎霧島市からのお知らせK irishima Information

は
住
所
を
有
す
る
世
帯
主
で
あ

る
こ
と
、
５
年
以
内
に
納
骨
施

設
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

◦�

抽
選
予
定
日
＝
８
月
６
日（
金
）

※�

抽
選
当
日
の
欠
席
は
辞
退
し
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
５
０

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

に
空
き
が
あ
り
ま
す
。
入
居
希
望

の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
部
屋
ご
と
（
１
世

帯
１
住
宅
に
限
る
）
で
受
け
付
け
、

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

◦��

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

６
月
14
日（
月
）～
25
日（
金
）

◦��

抽
選
日
＝
７
月
７
日（
水
）　

※�

部
屋
、
入
居
条
件
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
名
波
ハ

イ
タ
ウ
ン
４
、
７
棟
の
入
居
者

は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９

川
地
区
共
同
利
用
施
設
☎（
43
）

１
９
５
１

特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

出
品
商
品
募
集

◦�

審
査
日
時
＝
７
月
30
日（
金
）午

前
10
時
か
ら

◦�

審
査
場
所
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
４
階
大
会
議
室

◦�

部
門
＝
食
品
部
門
、
工
芸
品
部

門
、
地
域
限
定
部
門

◦�

出
品
料
＝
無
料

◦�

申
込
方
法
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
、
市
役
所
、
観
光
協
会

な
ど
に
設
置
の
応
募
票
に
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限
＝
７
月
９
日（
金
）

◎�

申
込・問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
・

伊
佐
地
域
振
興
局
総
務
企
画
課

☎（
63
）８
１
０
９

イ
ベ
ン
ト
延
期
案
内

広
報
５
月
お
知
ら
せ
版
に
掲
載

の
文
化
協
会
国
分
支
部
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
は
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

の
関
係

で
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９

※�

口
蹄
疫
関
係
で
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

６
０
１
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入

門
講
座
＝
７
月
２
日（
金
）

１
０
３
／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

（
入
門
コ
ー
ス
）

７
月
６
日（
火
）～
７
日（
水
）

１
０
４
／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
）

７
月
８
日（
木
）～
９
日（
金
）

※
６
０
１
に
つ
い
て

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦�

受
講
料
＝
５
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
直
接
申
し
込
む

◦�

申
込
締
切
＝
６
月
17
日（
木
）

※
１
０
３
・
１
０
４
に
つ
い
て

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

コ
ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

◦�

申
込
締
切
＝
６
月
24
日（
必
着
）

※�

各
講
座
と
も
会
場
は
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
受
講
決
定
は
は
が

き
で
通
知
し
ま
す
。（
定
員
超

過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

第
15
回
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

◦�

日
時
＝
８
月
４
日（
水
）午
前
９

時
30
分
～
５
日（
木
）正
午

◦�

場
所
＝
黒
石
岳
森
林
公
園

◦�

参
加
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

対
象
者
＝
市
内
の
小
学
５
～
６

年
生

◦�

定
員
＝
男
女
各
16
人

◦�

申
込
方
法
＝
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
性
別
、
学

校
学
年
、
住
所
、
電
話
番
号
、

保
護
者
名
を
記
入
し
、
は
が
き

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◦�

申
込
期
間
＝
７
月
１
日（
木
）～

16
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
し
み

ん
学
習
支
援
公
社
☎（
64
）０
９

２
１
、℻（
64
）０
６
８
３
、〒
８

９
９
︲
４
３
３
２
国
分
中
央
三

丁
目
８
︲
１

サ
ン
あ
も
り
自
主
講
座

●
太
極
拳
講
座

◦�

期
間
＝
７
～
９
月（
毎
週
金
曜
・

10
回
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

◦�

開
講
日
＝
７
月
９
日（
金
）　

◦�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

◦�

定
員
＝
20
人

●�

ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
講
座

◦�

期
間
＝
７
～
９
月（
毎
週
月
曜
・

10
回
）
午
前
10
時
～
11
時

◦�

開
講
日
＝
７
月
５
日（
月
）

◦�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

◦�

定
員
＝
40
人

●
き
れ
い
に
な
る
ヨ
ガ
講
座

◦�

期
間
＝
７
～
９
月（
毎
週
水
曜
・

10
回
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

◦�

開
講
日
＝
７
月
14
日（
水
）

◦�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

◦�

定
員
＝
20
人

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン

あ
も
り
☎（
43
）
３
３
７
３

自
主
講
座
生
募
集

●�

色
で
元
気
に
！
カ
ラ
ー
ア
ー
ト

セ
ラ
ピ
ー
講
座

◦�

日
時
＝
７
月
８
日（
木
）午
前
10

時
～
12
時

◦�

定
員
＝
10
人

◦�

場
所
＝
天
降
川
地
区
共
同
利
用

施
設
大
会
議
室

◦�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
開
講
日
ま
で
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
天
降

成虫の姿写真

墓地名（所在地） 空き
区画 使用料 区画面積

宇都墓地（国分上小
川3679番地） ２ 20,000円 ５㎡

久保山墓地公苑(溝辺
町崎森2809番地2) ４

58,320円 6.48㎡
しもづる墓地公苑(溝
辺町竹子164番地3） ５

※使用料は抽選会場にて徴収します。

区　　分 請求
件数

処理状況
開示 不

開示
部分
開示 その他

市　　長 60 49 1 8 2
消防局長 3 3
教育委員会 2 1 1
選挙管理委員会 0
監査委員 0
農業委員会 1 1
固定資産評価審査委員会 0
公平委員会 0
議　　会 5 5

合　計 71 59 1 　9 2
※処理状況のその他2件については、請求後「取り下げ」されたものです。
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
は
以

前
か
ら
噂
で
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
説
明
会
に
参
加

し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
陰
よ
り

も
ニ
ガ
ウ
リ
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
植

物
で
つ
く
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
陰

の
ほ
う
が
気
温
が
低
い
こ
と
を
知

り
正
直
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
一
人

一
人
が
コ
ツ
コ
ツ
と
こ
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
実
際
、
育
児
を
し
な
が
ら
植

物
の
管
理
も
し
て
い
く
こ
と
は
大

変
そ
う
で
す
が
、
こ
の
活
動
が
未

来
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信

じ
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
が
も
っ
と
広
ま
り
、
多

く
の
市
民
で
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う
ま

ち
、霧
島
市
」を
印
象
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。（
や
っ
ち
ゃ
ん
31
歳
女
性
）

●

説
明
会
に
は
子
ど
も
連
れ
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
植
物
の
成
長
を
楽
し
み
、
親

子
で
地
球
環
境
の
こ
と
を
会
話
で

き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
。

昨
年
の
５
月
、
水
田
を
ト
ラ

ク
タ
ー
で
耕
し
て
い
た
夫

が
、
急
に
気
を
失
い
、
体
が
き
つ

く
頭
が
ふ
ら
ふ
ら
す
る
中
、
50
㍍

ほ
ど
の
道
を
休
み
休
み
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
血
圧
を
計
る
と
正
常
で
、

心
拍
数
は
35
、
頭
痛
が
す
る
と
い

う
の
で
脳
外
科
に
走
り
ま
し
た
。

診
察
の
結
果
、
心
臓
に
異
常
が
あ

る
よ
う
な
の
で
救
急
車
で
運
び
ま

す
と
言
わ
れ
、
私
も
心
臓
が
止
ま

り
そ
う
で
血
の
気
が
無
く
な
る
思

い
で
し
た
。
市
立
医
師
会
医
療
セ

ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、
先
生
方
に
応

急
処
置
を
し
て
い
た
だ
き
、
夫
も

楽
に
な
っ
た
と
言
っ
た
の
で
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
循
環
器
科

に
入
院
し
、６
日
後
に
手
術
、ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
い
た
だ
い

て
無
事
一
命
を
取
り
留
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
医
師
会
医
療
セ

ン
タ
ー
に
は
脳
外
科
も
開
設
さ
れ

て
ま
す
ま
す
充
実
し
、
市
内
に
こ

の
よ
う
な
病
院
が
あ
る
と
と
て
も

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。（
牧

き
り
子
75
歳
女
性
）

●

心
臓
や
脳
な
ど
の
病
気
は
救
急

の
処
置
に
１
分
１
秒
を
争
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
近
く
に
頼
れ
る
施

設
が
あ
る
こ
と
は
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
わ
が
家
に
ツ
バ
メ
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
、
毎
年
の
よ
う
に
や
っ
て
き

ま
す
が
、
一
昨
年
は
ヘ
ビ
に
や
ら

れ
ま
し
た
。
あ
と
数
日
で
大
空
に

飛
び
立
つ
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、

親
か
ら
エ
サ
を
も
ら
っ
て
食
べ
る

し
ぐ
さ
は
何
と
も
言
え
ず
、
ず
っ

と
見
て
い
ま
し
た
。
昨
年
は
夫
が

ヘ
ビ
に
食
べ
ら
れ
る
の
は
嫌
だ
と

言
っ
て
巣
の
中
に
タ
オ
ル
を
入
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
そ
の

タ
オ
ル
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
今

か
ら
巣
の
作
り
直
し
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
、
一
生
懸
命
に
働
い
て

い
ま
す
。
自
然
の
中
で
の
生
き
方

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
年
は
何
と
か
し
て
大

空
に
飛
び
立
た
せ
て
や
り
た
い
の

で
す
が
、
ヘ
ビ
退
治
に
何
か
い
い

案
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
も
良
い
と
聞
き
ま
し
た

が
。（
動
物
大
好
き
50
歳
女
性
）

●

ヘ
ビ
は
煙
を
嫌
が
る
そ
う
で
す

か
ら
、
消
え
た
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
長
年
ツ
バ

メ
の
巣
立
ち
を
見
守
っ
て
い
る
読

者
の
皆
さ
ん
。
い
い
案
が
あ
っ
た

ら
ぜ
ひ
お
便
り
く
だ
さ
い
。

最
近
、
電
車
で
鹿
児
島
市
ま

で
通
う
毎
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
ぼ
ー
っ
と
し
な
が
ら
人
間

観
察
を
し
て
い
る
と
、
本
当
に
い

ろ
ん
な
人
が
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。「
携
帯
電
話
は
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
に
し
て
通
話
は
控
え
て
く

だ
さ
い
」
と
何
度
も
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き

な
声
で
電
話
を
す
る
人
。
熟
睡
し

て
終
点
に
着
い
て
も
起
き
な
い
人
。

夕
方
の
込
み
合
っ
た
時
間
に
、
音

楽
を
聞
き
な
が
ら
立
っ
て
い
て
、

通
行
す
る
人
の
「
す
い
ま
せ
ん
通

し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
声
が
一
切

聞
こ
え
ず
迷
惑
を
か
け
て
い
る
人
。

そ
ん
な
中
で
満
席
の
と
き
に
お
ば

あ
さ
ん
が
乗
っ
て
き
て
、
あ
ま
り

歳
の
変
わ
ら
な
さ
そ
う
な
お
じ
さ

ん
が
、
パ
ッ
と
席
を
譲
る
す
て
き

な
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
私
も
そ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
譲
ろ

モミジの翼果（よくか）カエデ科

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
自
分
が
そ
う
な
っ
て
み
る
と
な

か
な
か
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、難
し
い
も
の
で
し
た
。「
ど
う

ぞ
」
が
簡
単
に
言
え
る
よ
う
な
人

間
に
な
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。（
イ
チ
ゴ
み
る
く
17
歳
女
性
）

●

電
車
の
中
や
駅
の
情
景
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。「
ど
う
ぞ
」
と
言

え
た
日
は
き
っ
と
明
る
く
す
が
す

が
し
い
一
日
に
な
る
の
で
は
。

戦
争
中
の
話
を
よ
く
し
て
い

た
父
は
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
歌
の
好

き
な
父
は
、
戦
時
中
や
戦
後
に
流

行
し
た
歌
を
よ
く
口
ず
さ
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
父
が
亡
く
な
っ

た
今
、
私
は
い
ろ
ん
な
施
設
を
ま

わ
り
、
昔
の
歌
を
入
所
者
の
皆
さ

ん
と
楽
し
め
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
自
分
の
生
活
が

落
ち
着
か
な
い
の
で
、
具
体
的
な

こ
と
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

笑
っ
て
、
楽
し
ん
で
暮
ら
せ
た
ら

い
い
で
す
ね
。
私
も
今
か
ら
老
い

を
迎
え
ま
す
。
何
か
で
き
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
尊
敬
す

る
父
に
感
謝
55
歳
女
性
）

●

長
い
間
ご
苦
労
い
た
だ
い
た

方
々
の
た
め
に
も
、
懐
か
し
い
歌

を
口
ず
さ
み
、
笑
顔
に
包
ま
れ
る

よ
う
ぜ
ひ
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

爽さ

わ

や
か
な
５
月
。
南
国
鹿
児

島
は
緑
が
豊
富
で
す
ね
。

さ
ま
ざ
ま
な
緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
に
目
も
心
も
癒い

や

さ
れ
ま
す
。
今

日
は
皆
さ
ん
に
す
て
き
な
癒
し
ス

ポ
ッ
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
国

分
市
街
地
の
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
か
ら

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
道

に
、
ク
ス
ノ
キ
の
並
木
が
あ
り
ま

す
。
今
の
季
節
は
若
葉
と
古
い
葉

の
緑
の
対
比
が
美
し
く
、
白
い
小

さ
な
花
も
咲
き
、
か
ぐ
わ
し
い
香

り
が
し
ま
す
。
サ
ラ
ッ
と
し
た
風

に
葉
が
擦
れ
合
う
音
も
耳
に
優
し

く
、
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
す
。
秋
に
な
る
と
小
さ

な
黒
い
実
が
歩
道
に
落
ち
、
そ
の

上
を
歩
く
と
プ
チ
ッ
プ
チ
ッ
と
は

ぜ
て
、
足
元
か
ら
楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
散
歩
が
て
ら
歩
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
Ｍ
・
Ｋ
48
歳
女
性
）

●

通
い
な
れ
た
道
も
ふ
と
足
を
止

め
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、

季
節
を
感
じ
た
り
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
癒
し
の
風
景
、
好
き
な
場
所

を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

特
に
何
を
す
る
こ
と
も
な
い

の
で
す
が
、
縁
側
に
座
っ

て
趣
味
で
薩
摩
狂
句
を
作
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
え
る
と
改
め
て
気
付
く
こ
と
が

あ
る
も
の
で
す
。
年
老
い
た
今
、

狂
句
を
作
り
、
ペ
ン
を
と
る
こ
と

が
ボ
ケ
防
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
多せ

し
こ
あ
さ

忙
朝　

一い
っ
ぺ杯
ん
お
茶
で　

避よ

け
た
難な

ん

」

「
学が

き
ゃ
無ね

ど
ん　

社
会
勉
強
で

社し
ゃ

長ち
ょ

い
な
っ
」

「
嫁
と
姑し

ゅ
と　

糸
ん
縺も

つ

れ
を　

息こ

子

が
解ほ

ど

き
」

（
東
芦
谷
吉
男
84
歳
男
性
）

●

若
輩
者
が
コ
メ
ン
ト
す
る
に
は

大
変
失
礼
で
す
が
。
豊
富
な
人
生

経
験
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
狂
句
と

拝
見
い
た
し
ま
す
。
こ
の
狂
句
を

読
ん
で
確
か
に
と
感
じ
た
方
が
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず
お
書
き

く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.100/2010.6）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から関
平鉱泉500㍉㍑12本入りを10人
の方にプレゼント。応募締め切り
は6月22日（火）当日消印有効で
す。当選の発表は、商品の発送を
持ってかえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます
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初
動
の
重
要
性

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は

私
の
政
治
指
針
の
柱
で
あ
り
、

就
任
以
来
、
危
機
管
理
監
を
新

設
し
、
災
害
対
策
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
推
進
な
ど
に
努
め
、

結
果
と
し
て
犯
罪
率
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
地
域
を
中
心
と
し

た
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

企
業
、
団
体
な
ど
多
く
の
ご
協

力
と
初
動
体
制
の
充
実
に
努
め

て
き
た
成
果
で
す
。
今
回
の
口こ
う

蹄て
い

疫え
き

の
予
防
対
策
で
も
宮
崎
県

で
の
一
例
目
の
一
報
を
受
け
、

即
刻
担
当
課
に
情
報
収
集
と
対

策
を
講
じ
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。
そ
し
て
４
月
27
日
（
火
）、

隣
接
す
る
え
び
の
市
で
感
染

疑
い
の
情
報
が
入
る
や
い
な
や
、

そ
の
夜
の
う
ち
に
県
農
政
部
長

に
電
話
で
直
接
相
談
し
、
一
刻

も
早
く
市
の
対
策
本
部
を
設
置

す
る
こ
と
の
了
解
を
と
り
付
け
、

翌
朝
に
は
対
策
本
部
を
設
置
。

そ
の
後
毎
週
の
よ
う
に
対
策
会

議
を
開
催
、
防
疫
体
制
や
支
援

策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持 

っ
て
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

農
家
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
の
方
な
ど

被
害
を
被
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ま
の
心
情
を
思
う
と
き
、
政
治

や
行
政
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

的
確
な
判
断
と
初
動
体
制
の
充

実
で
す
。
そ
れ
は
地
方
自
治
体

以
上
に
国
、
中
央
政
府
に
も
強

く
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

◎人口／128,241人（＋408）
男性／ 61,921人（＋405）
女性／ 66,320人（＋ 3）
出生 107人／死亡 133人
転入1,502人／転出1,069人
◎世帯数／57,989世帯（＋655）

（平成22年5月1日現在）

E
D

IT
O

R
'S

今や霧島市を代表する観光スポッ
ト嘉例川駅。皆さんそれぞれお気
に入りのポイントがあると思います
が、私は夜の嘉例川がお気に入り。
特に日が沈んだあとの１時間。空
がだんだんと濃い青に染まっていき、
そのグラデーションが何ともいえな
い美しさ。そこにポツリと光る嘉例
川駅の看板、最高です。

嘉例川駅
5月12日  午後７時43分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜200㎜
F3.5 〜 5.6　10秒　F7.1　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

先月号で子育てアドバイスを募集したところ、早速１通のお便りが。子
育て中の方と市民の皆さんをつなぐための募集だったので、お

便りが来たときは本当にうれしかった。この紙面を使って子育てアドバ
イスを届けてみませんか。そのアドバイスを待っている人がいます（み）

初めてキリシマミドリシジミと聞いたとき、貝の一種だと思いまし
た。実際は森の宝石とも呼ばれる美しいチョウ。５月中ごろ霧島

小学校に行ったときは、まだ幼虫やさなぎで、子どもたちが熱心に成長
過程を説明してくれました。美しい羽を広げた姿、私も楽しみです（う）

昨年の新型インフルエンザで修学旅行が今年になった娘が旅を終
えて帰ってきた。みんなに土産を配りだす。お兄ちゃんと私はキー

ホルダー。でも弟には「時間がなかったから、お金」とお金を渡したの
だ。（かわいそうに）と思っていたとき、息子が一言。｢ラッキー」（た）

100 号を迎えました。そして先日は全国コンクール4 年連続入賞の
朗報。これまで取材に協力いただいた方、寄稿いただいた方、お

便りをいただいた多くの方々のおかげです。市民の皆さまの大きな支え
にあらためて感謝し、これからも愛される広報誌づくりに努めます（ふ）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

日本最初の国立公園霧島山麓に湧出する大自然の恵み「関平鉱泉」。昔は急な坂道を
下ってくんでいましたが、現在は霧島市直営の販売所やスーパーなどで手軽に購入でき
ます。家庭に１箱、お出かけに１本。ぜひご愛飲ください。
20㍑入り１箱 1,000円　10㍑入り１箱 600円　２㍑入り１本 230円　500㍉㍑入り１本 110円

◎問い合わせ先＝霧島市関平鉱泉販売所  フリーダイヤル 0120-235-524

霧島の大自然から生まれた温泉水
天下の名泉「関平鉱泉」を
プレゼントします。

6PRESENTS

お便りをくださった方の中から

今月の表紙

私
は
19
歳
で
東
京
都
の
自
由
が

丘
に
憧

あ
こ
が

れ
だ
っ
た
美
容
師
を
目
指

し
て
上
京
し
ま
し
た
。
母
が
若
い

こ
ろ
か
ら
美
容
業
を
営
ん
で
い
ま

し
た
し
、
私
も
幼
き
こ
ろ
か
ら
お

店
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

出
勤
初
日
。
行
き
は
先
輩
に
案

〈随ずいそう想〉

内
し
て
い
た
だ
き
お
店
ま
で
。
帰

り
は
自
分
一
人
で
寮
ま
で
。
初
め

て
の
渋
谷
駅
で
、
乗
り
継
ぎ
の
改

札
が
分
か
ら
ず
30
分
も
ウ
ロ
ウ
ロ

と
。
人
に
聞
く
勇
気
さ
え
あ
れ
ば

こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た

も
の
を
。
最
終
的
に
は
駅
員
さ
ん

に
導
か
れ
、
よ
う
や
く
目
的
の
路

線
に
た
ど
り
着
け
た
こ
と
を
今
は

笑
い
ご
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま

す
。『
こ
れ
が
地
元
だ
っ
た
ら
…
』

と
何
度
思
っ
た
こ
と
か
（
笑
）。

地
元
の
友
だ
ち
に
、『
東
京
は

怖
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
』
と
か
『
人

が
冷
た
い
ん
で
し
ょ
』
と
か
。
よ

く
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
で
も
ね
、

東
京
も
日
本
で
す
。
全
国
か
ら
の

田
舎
者
の
集
ま
り
で
す
。
皆
自
分

の
こ
と
で
精
一
杯
で
、
見
知
ら
ぬ

人
に
気
安
く
声
を
掛
け
ら
れ
る
余

裕
が
少
な
い
の
は
確
か
。
で
も
、

自
分
か
ら
心
開
け
る
勇
気
と
素す

敵て
き

な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
思
い
続

け
る
こ
と
で
、
得
る
こ
と
は
無
限

だ
な
と
体
感
し
ま
し
た
ね
（
笑
）。

そ
ん
な
中
、
素
敵
な
出
会
い
で
、

私
は
妻
・
子
ど
も
た
ち
と
幸
せ
な

横
川
暮
ら
し
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

妻
に
は
、
お
付
き
合
い
す
る
前
か

ら
『
将
来
は
鹿
児
島
で
お
店
を
出

す
か
ら
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

妻
も
そ
の
つ
も
り
だ
っ
た
で
し
ょ

う
が
、
い
ざ
鹿
児
島
に
帰
る
と
決

ま
っ
た
時
、
す
ご
く
不
安
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
知
り
合
い
も
い
な

い
、
何
も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な

妻
に
私
は
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

掛
け
る
よ
う
に
。『
山
し
か
な
い

か
ら
ね
』
と
。

で
も
、
そ
ん
な
私
た
ち
を
両
親

は
じ
め
、
同
級
生
、
知
人
友
人
が
、

す
ご
く
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
今
も
忘
れ
ず
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
ま
で
私
の

両
親
が
昔
と
変
わ
ら
ず
、
町
の
人

た
ち
と
気
持
ち
の
通
っ
た
お
付
き

合
い
を
し
て
き
た
証あ

か

し
だ
と
。
両

親
に
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

人
と
の
『
出
会
い
』
っ
て
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な
出

会
い
多
き
仕
事
が
、
横
川
で
で
き

る
幸
せ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
我
が
町
横
川
町
。
誇
れ

る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、『
丸

岡
公
園
』、
桜
が
と
て
も
き
れ
い

で
安
良
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
た

ち
を
毎
春
心
弾
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

『
大
隅
横
川
駅
』、
今
や
全
国
区
で

Profile

いのうえ ともひろ（36）
横川町出身。美容学校卒業後、目
黒区自由が丘の美容室に就職。
6年後横浜市の美容室で、総店長
を5年勤める。結婚と同時に帰省。
翌年横川町にヘアサロン「フォ
ンターナ」を開業。結婚式を挙げ
たモルディブをモデルにしたイ
メージの店舗で癒しを追求中。

癒
い や

しの自然
◎井ノ上  智弘

横
川
町
。
私
の
大
好
き
な
町
で

す
。
幼
き
こ
ろ
、
祖
母
に
保
育
園

へ
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
て
い

た
こ
ろ
か
ら
、
変
わ
ら
ず
人
に
優

し
い
町
が
大
好
き
で
す
。
町
の
大

半
は
森
林
で
顔
見
知
り
も
多
く
、

ど
こ
か
全
体
が
家
族
の
よ
う
な
親

し
み
や
す
い
こ
の
町
。

戦
争
跡
も
残
さ
れ
た
歴
史
あ
る
駅

舎
。『
大お

お

出で

水み
ず

』、
ど
こ
か
神
秘
的

な
、
そ
し
て
癒
さ
れ
る
自
然
に
満

ち
た
隠
れ
た
名
水
。『
空
港
36
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
』、
今
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
私
が
羽
田
空
港
に

向
か
う
時
に
浜
松
町
駅
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
36
カ
ン
ト
リ
ー
の
看

板
を
見
た
時
に
、
い
ち
早
く
横
川

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
名
ゴ
ル

フ
場
。

ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

昔
か
ら
の
良
き
習
慣
が
い
ま
だ
に

残
る
自
然
あ
ふ
れ
る
横
川
町
。
私

の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
に
も
同

じ
気
持
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を

強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

心
を
癒
し
て
く
れ
る
南
の
島
モ
ル
デ
ィ
ブ
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